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ABC10型

ｱﾙﾐL=6.0ｍ

仝上    配管、配線

集中検針盤（電力）

仝上　　親機

ﾅｰｽｺｰﾙ配管、配線

260

259

258

257

ﾄﾛﾝ温泉　浴槽及び浴槽ｹｰｽ

仝上　　　仕上

化粧ﾏﾝﾎｰﾙの供給取付

油ﾀﾝｸ外郭工事

262

261

仝上　　用躯体加工及び補強

仝上　　連通管及び通気管

各制御盤遠方監視及び操作回路

仝上　　　ﾎﾟﾝﾌﾟ及び制御盤取付

さく井工事ｹｰｼﾞﾝｸﾞ

換気扇及び取付工事

電話及び通線

階段表示板及び文字工事

玄関泥落しﾏｯﾄ及び枠

ｼｬﾀｰ及び自動扉操作機器

仝上　　　貯油槽及び給油配管

消火栓内押ﾎﾞﾀﾝ及び起動表示灯

隠ぺい放熱器背面断熱及び反射板

仝上　ﾋﾟｯﾄ縁金物、溝蓋及び格子蓋

仝上      床上基礎及び補強

屋上及び屋外設置機器のｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

し尿浄化槽　躯体及び防水

駐車場の排水溝及び泥溜桝

構造体（鉄骨）の貫通及び補強

電気室、発電気室

梁、壁、床のスリーブ入れ

構造体（ＲＣ）の貫通スリーブ

仝上      貫通箇所補強

ＦＲＰ水槽（受水槽）

仝上　　　基礎、仕上

コンクリート水槽

仝上　　ｻﾝｸｼｮﾝﾋﾟｯﾄ

仝上　　ﾏﾝﾎｰﾙ、ﾀﾗｯﾌﾟ

仝上　　水槽内部仕上、防水ﾓﾙﾀﾙ

蓄熱水槽　断熱工事

仝上　　補給水配管

仝上　　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

立体駐車場（鉄骨造）

仝上　（ＲＣ造躯体工事）

駐車場　消火設備

ﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙ設備

地階二重壁内排水

仝上　　壁内仕上、防水ﾓﾙﾀﾙ

機械回り排水

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ

ﾌﾛｱﾄﾞﾚｲﾝ

ﾊﾞﾙｺﾆｰﾄﾞﾚｲﾝ

飾桝

雨水、排水竪管

雨水、排水管までの横引管

屋外排水管（雨水）

仝上　　　（汚水）

仝上　　　（雑排水）

仝上　　内部設備及び防水仕上げ

仝上　　通気管

屋内設置機器の床上基礎

乾砂槽

貯油槽

仝上      床上仕上

仝上　　　　　　監視室

仝上　　　　　　ELV機械室

仝上　　　　　　空調、衛生機械室

仝上　　　　　　厨房

仝上　　　　　　ﾚﾝﾄｹﾞﾝ室

ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞｸﾄ内部ﾓﾙﾀﾙ仕上

仝上　　　　　　消音断熱用内貼

暗渠（配管用ﾄﾚﾝﾁ）

仝上    防水ﾓﾙﾀﾙ

仝上　　ﾏﾝﾎｰﾙ

仝上　　排水、換気、通気

改め口　床

仝上　　天井

仝上　　ｺﾝｸﾘｰﾄｼｬﾌﾄ

油ﾀﾝｸ　排油ﾋﾟｯﾄ

仝上    防油提

仝上    通気

仝上　　油面表示装置配管、配線

煙突

煙道

天井  ﾌｯｸ  Iﾋﾞｰﾑ

機械室の防音、遮音

吹出ｶﾞﾗﾘ　吸込ｶﾞﾗﾘ

仝上　　　吸込ｶﾞﾗﾘ

仝上　　　躯体補強

外気取入ｶﾞﾗﾘ　排気ｶﾞﾗﾘ

仝上　　　　　穴明、補修

仝上　　　　　躯体補修

ｺﾝﾍﾞｸﾀｰ

仝上　　　正面化粧板

換気扇　取付枠

冷凍庫、冷蔵庫の断熱

空気調和器　ﾄﾞﾚｲﾝ配管

仝上　　　排水金物、給水器具

各種ﾄﾗｯﾌﾟ

各種防水ﾊﾟﾝ

厨房機器

仝上   ﾌｰﾄﾞ

仝上    排水金物

造作流し

乾燥器

洗濯機

置式流し

仝上    排水金物

湯沸器

鏡

化粧棚

消火栓消火栓BOX

消火栓位置表示灯

仝上        配管、配線

仝上   用埋込みBOX

消火器

自家発電設備　防振

仝上      給水

仝上　　　排気管（伸縮装置共）

仝上      特殊消火栓機

自家発電機室の冷却装置

特高電気室の冷却装置

照明器具の穴明補修

仝上    取付枠

光天井　内部の仕上

電話交換機

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

仝上　　　三方枠

ﾀﾞﾑｳｪｰﾀｰ

ｴｽｶﾚｰﾀｰ

仝上        配管、配線

仝上　電源供給の配管、配線

動力制御盤

仝上     負荷側配管、配線

冷凍機器制御盤　冷温水発生器

仝上     負荷側配管、配線

冷凍機用ﾀｲﾄﾗﾝｽ

中央監視盤　空調

仝上     衛生

仝上     電気

仝上     ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

仝上     防災

液面警報盤 浸透桝、浸透配管

門、塀

道路補修

進入路       他

土留（擁壁）

仝上　配管、配線

各種看板

仝上  配管、配線

広告塔

庭園、植樹

ｺﾞﾝﾄﾞﾗ設備

各種ｱﾝﾃﾅ

定礎板

館名板

既存埋設物撤去工事

既存工作物撤去工事

既存建物撤去工事

ﾓﾃﾞﾙﾙｰﾑ

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾌｯｸ　取付工事

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾋﾟｯﾄ　防水工事

旗竿  ｱﾙﾐﾎﾟｰﾙ

旗竿金物

仝上     接続工事

ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ

最上階ｽﾗﾌﾞ木毛板打込み

土間ｼｰﾄ　t=0.15m/m

室名札

屋内丸環取付

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝﾄﾞｱ

ｼﾞｭｰﾀﾝ

暗幕BOX

暗幕

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ（ﾀﾞﾌﾞﾙ）

ｶｰﾃﾝ

家具類（造り付け）

高架水槽、鉄骨架台

ﾒﾃﾞｮｽﾝｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

ﾌﾞｰｽ内握りﾊﾞｰ

換気扇電源

仝上　給水、ｶﾞｽ

ﾊﾞﾗﾝｽ釜

ﾊﾞﾗﾝｽ釜枠

仝上　給水、給湯、排水

ＵＢ

仝上　　　　電気

仝上　　　　排水

仝上　　　　ｶﾞｽ

各種負担金　給水

仝上　　　　電話

仝上　　　　電気

仝上　　　　排水

仝上　　　　ｶﾞｽ

敷地外接続工事　給水

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄのｽｲｯﾁ用配管、配線

各種水槽ﾀﾝｸ類の液面計

仝上　　　　　電源供給

仝上　　　　　配管、配線

水槽用液面制御ｽｲｯﾁ

仝上　　　　　配管、配線

空調自動制御機器

集中検針盤（水道）

仝上　　　　配管、配線

給水各測ﾒｰﾀｰ

TV電波障害事前事後調査

TV電波障害補償費用

電波障害防止ｼｰﾙﾄﾞ工事

放射線防護工事

ﾅｰｽｺｰﾙ

仝上　　　電源供給

厨房設備用換気設備

仝上　　　ｶﾞｽ配管

厨房設備　配管（給水、排水）

洋服入

下足箱

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾃﾗｽ

救命設備

構内舗装

靴洗器具

ﾏｯﾄ類

金庫扉

金庫室

可動間仕切

ﾒｰﾙｼｭｰﾄ

ｷｰBOX

柱型ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ

室内部ｶｶﾞﾐ工事

時計埋込ﾎﾞｯｸｽ盤

ﾌﾗﾜｰﾎﾟｯﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塗下ﾜｲﾔｰﾒｼｭ入

ｽﾄﾚﾁｬｰ受

医療ｶﾞｽ配線設備

医療機器

ｴｱｼｭｰﾀｰ

ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ

電気時計

放送

ｲﾝﾀｰﾎﾝ

電話用配線

避雷針

仝上　電源供給

仝上　基礎

焼却炉

物干金物

酸素ﾎﾞﾝﾍﾞ庫

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

自転車置場

屋上ﾊｯﾁ

掲示板

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ﾀﾗｯﾌﾟ

郵便受箱

犬走り

仝上　ｺﾝｸﾘｰﾄ蓋、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

排水側溝

散水栓

ﾌﾟｰﾙ

池

蒸発槽

256

255

254

253

252

251

250

249

248

247

246

245

244

243

242

241

240

239

238

237

236

235

234

233

232

231

230

229

228

227

226

225

224

223

222

221

220

219

218

217

216

215

214

213

212

211

210

209

208

207

206

205

204

203

202

201

200

199

198

197

196

195

194

193

192

191

190

189

188

187

186

185

184

183

182

181

180

179

178

177

176

175

174

173

172

171

170

169

168

167

166

165

164

163

162

161

160

159

158

157

156

155

154

153

152

151

150

149

148

147

146

145

144

143

142

141

140

139

138

137

136

135

134

133

132

131

129

130

128

127

126

125

124

123

122

121

120

119

118

117

116

115

114

113

112

111

110

109

108

107

106

105

104

103

102

101

100

99

98

97

96

95

94

93

92

91

90

89

88

87

86

85

84

83

82

81

80

79

78

77

76

75

74

73

72

71

70

69

68

67

66

65

64

63

62

61

60

59

58

57

56

55

54

53

52

51

50

49

48

47

46

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

支給
備　　考無し

別途
又は空調衛生電気建築内　　容項目備　　考無し又は

支給

別途
空調衛生電気建築内　　容項目備　　考無し

別途

支給
又は空調衛生電気項目 内　　容 建築備　　考

支給
無し

別途
又は空調衛生電気建築内　　容項目

別途
又は 備　　考無し空調衛生電気建築内　　容項目

受信器)
(ｾﾙｼ発信器

及ﾋﾟｯﾄ
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ打

ｺｰｷﾝｸﾞ建築

支給

事務所・倉庫・ｶｰﾎﾟｰﾄ

CB塀H=1600屋外掲示板

既存移設

雨水浸透側溝

264

263

ｱﾙﾐ屋外自立型

10本入りﾎﾞｯｸｽ

ﾌｪﾝｽ(ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH=1200+基礎con立上り）

再生密粒ｔ＝50

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更
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梶建築設計事務所・前橋建築事務所

A3：ー

Ａ－０２ 工事区分表

2023年1月31日中塩原森林事務所新築工事



（１）　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「木造建築工事

　　　　標準仕様書(平成    年版)」(以下「木造標準仕様書」という。)による。

（４）　（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）　特記事項に記載の［　］内表示番号は、木造標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

31

　　　　ただし、木造標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工

　　　　事標準仕様書(建築工事編)(令和４ 年版)」(以下「標準仕様書」という。)による。

中塩原森林事務所新築工事

未 定

栃木県那須塩原市中塩原字マギノ4-16の一部

15．設計ＧＬ

工　事　概　要

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する

特　　　　　　　記　　　　　　　事　　　　　　項

項

通

事

共

１

般

一

章

１．適 用 基 準 等

項　　　　　目

・建築工事標準詳細図　（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　平成　　年版）

鉄筋工事

コンクリート工事

仮設工事

防水工事

コンクリートブロック・ALCパネル

鉄骨工事

・押出成形セメント板工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

左官工事

建具工事

金属工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

植栽工事

鉄筋組立作業

型枠工事作業

とび作業

コンクリートブロック工事作業

構造物鉄工作業

コンクリート圧送工事作業

エーエルシーパネル工事作業

とび作業

内外装板金作業

大工工事作業

タイル張り作業

石張り作業

左官作業

ビル用サッシ施工作業

鋼製下地工事作業

スレート工事作業

内外装板金作業

金属製カーテンウォール工事作業

建築塗装作業

ガラス工事作業

プラスチック系床仕上工事作業

ガラス工事作業

自動ドア施工作業

ビル用サッシ施工作業

ボード仕上工事作業

壁装作業

建築配管作業

溶融ペイントハンドマーカー工事作業

造園工事作業

鉄筋施工

型枠施工

とび

防水施工

ブロック建築

鉄工

コンクリート圧送施工

エーエルシーパネル施工

とび

石材施工

タイル張り

建築大工

建築板金

左官

サッシ施工

内装仕上施工

スレート施工

建築板金

カーテンウォール施工

ガラス施工

塗装

内装仕上施工

ガラス施工

自動ドア施工

サッシ施工

表装

配管

路面表示施工

造園

技　能　検　定　作　業　技能検定職種　工　事　種　目

下表の技能検定の職種及び作業の種別を適用する。

アクリルゴム系塗膜防水工事作業

アスファルト防水工事作業

シーリング防水工事作業

塩化ビニル系シート防水工事作業

ＦＲＰ防水工事作業

ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

合成ゴム系シート防水工事作業

セメント系防水工事作業

改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

カーペット系床仕上作業

加熱ペイントマシンマーカー作業

階 室　　　　　　　名 備　考箇　　所　　数

　　物質の濃度測定 施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

スチレンの室内濃度を測定し、報告すること。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　（採取サンプルは、アルデヒド用１個、ＶＯＣ用１個の計２個で１箇所とする。）

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること　

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。

次のものを監督職員に提出する。

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ(ｍｍ)

  外部（　） 内部（　） ※２　・４ ※１００×１２５以上

・２４×３６以上

撮影業者は建築完成写真の撮影実績がある者で、監督職員が承諾する撮影業者とする。

・アルバム（カラー、キャビネ判）

・全紙パネル

・広報用　（カラー、キャビネ判）

（ビニールレザー張りに金文字入れ）

（表紙､台紙共　 ２９５×３０５）

（木製枠パネル　５３０×４２０）

完成図等

　　設計図のＣＡＤデータの貸与　　　・貸与する　　・貸与しない　

・完成図　　    表１．７．１のうち施工図及び施工計画書を除くもの

　　　　　　　　・既存ＣＡＤデータの修正

　　　提 出 物　ＣＡＤデータ一式

・施工図　　    表１．７．１のうち施工図

　　　          （製本図書で原図として提出出来ないものは、原図にかわるもの）

・施工計画書　　表１．７．１のうち施工計画書

　　　提 出 物　Ａ４判　１部(ファイルとじ)

・国有財産台帳付属図面

　　　図　　面　案内図、配置図(外構図)、求積図、平面図、屋根伏図、仕上表

　　　作成方法　※ＣＡＤで新規作成する

　　　提 出 物　原　　図　Ａ３判　１部(作成については監督職員の指示による)

　　　　　　　　ＣＡＤデータ一式　

保全に関する資料

・｢管理者のための建築物保全の手引き｣（建設大臣官房官庁営繕部監修）　　１冊

・建築物等の利用に：｢建築物等の利用に関する説明書作成の手引き｣に基づき作成する。

　関する説明書　　　当該施設固有の内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に

　　　　　　　　　　わかりやすい解説をした図書とする。

　　　　　提 出 物　Ａ４判ファイル綴じ込み　２部　（関連工事と合本する。）

・保全に関する資料：機器取扱い説明書、機器製作図、機器性能試験成績書、

　　　　　　　　　　官公署届出書類、主要材料・機器一覧表等

　　　　　提 出 物　Ａ４判ファイル綴じ込み　１部

　　　　　　　　　　  まとめる。

　　 取り合い

施工範囲  工事区分表による

施 工 図  設備機器の位置、取り合いなどを検討できる施工図を提出して、監督職員の

　　　　　承諾を受ける。

  外部（　） 内部（　） ※２　    

  外部（１） ※５ 　   

　　　　　　　　・既存ＣＡＤデータの修正

　　　　　　　　・既存完成図の修正（下記ＣＡＤデータの提出は不用）

・電子データ   外部（　） 内部（　） ※２　    ※２００万画素以上

・３００dpi以上

電子データは、ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ形式最高画質とし、ＣＤ－Ｒにて提出とする。

※　本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし

　ＪＩＳ又はJASマーク表示のない材料及びその製造業者等は、次の１）から６）の事

　項を満たすものとする。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの

証明となる資料、又は外部機関が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受け

るものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、

同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受けること。

　方針の判断基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のた

　めのガイドライン」（林野庁　平成１８年2月15日）に準拠した証明書を、監督職員に

　提出する。

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　（建設大臣官房官庁営繕部監修）

工法による。

工事期限より　　　　　日前

作業内容

・解体工事

工　程

分別解体等の方法

分別解体等の方法

・内装材等の取り外し

・屋根ふき材の取り外し

・上部構造部分の取り壊し

・外装材の取り壊し

・基礎の取り壊し

・基礎ぐいの取り壊し

・その他（　　　　　　　）

・造成等の工事

・基礎の工事

・基礎ぐいの工事

・新築工事

・増築工事

・上部構造部分の工事

・外装の工事

・屋根の工事

・建築設備工事

・内装等の工事

・その他（　　　　　　　）

手作業

　 ・（理由：　　　　　　）

手作業、機械作業併用

・

・工作物

・特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特定建設資材

使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

律」（平成１２年５月３１日法第１０４号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令

又は都道府県が条例で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、建設リ

サイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な措置

を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により､予定した条件により難い場合は、

監督職員と協議するものとする。

　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をし

た施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質又は性能を有すると共に、

次の１）から５）を満たすものとする。

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーテ

　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗材は、ホルムアルデ　

　　　ヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　２）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド又はスチレンを放散させないか、放

　　　散が極めて少ないものとする。

　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルへキシルを含有しな　

　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、

　　　キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、

　　　放散が極めて少ないものとする。

　５）１）、３）及び４）の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　　　什器類は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

※次の事項以外は現場説明書による。　

　　工事車両の駐車場　　　　　　　　　　　　　　※構内　　　・　

　　資機材置場　　　　　　　　　　　　　　　　　※構内　　　・　

　　建設発生土（埋戻し及び盛土用）の仮置場所　　※構内　　　・　　

※適用する　・適用しない

・現場において再利用を図るもの（　　　　   　　　     　　　　　　　　　）

・発注者に引渡しを要するもの  （・金属類　　・ＰＣＢ含有物　　・　　    ）

・特別管理産業廃棄物　　　 　 （・廃石綿　　・ＰＣＢ含有物　　・　　  　）　　　　　　 

化学物質を放散する建築材料等

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

   ・（理由：　　　　　　）

   ・（理由：　　　　　　）

・建築設備の取り外し

基本計画書の作成

１）　契約書第２０条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中

　　における工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に

　　提出し、承諾を受けるものとする。

　　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、

　　搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮

　　小と再開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにす

２）  工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

　　る。

２．図面

及び建築工事、電気設備工事、機械設備工事等の別を明朝体文字で記入）、監督職員に提出する。

なお、費用については請負者の負担とする。

３．工事実績情報の登録 ※　適用する

４．概成工期

５．電気保安技術者

６．施　工　条　件

７．工事の一時中止

８．発生材の処理等

９．環境への配慮

10．材料の品質等

11．特別な材料の工法

12．技能士

13．室内空気中の化学　

14．完成時の提出図書

15．完成写真

16．設備工事との

[1.1.4]

[1.2.1]

[1.3.3]

[1.3.5]

[1.3.8]

[1.3.8]

[1.3.8]

[1.3.8]

[1.4.1]

[1.4.2]

[1.5.2]

[1.5.9]

[1.7.1][1.7.2][1.7.3]

　　　　　　提 出 物　Ａ４判ファイル綴じ込み １ 部

測定対象室及び測定箇所数

１

１．工　事　名　称

２．工　事　場　所

３．工　　　　　期

４．指　定　工　期 ・ 無

国　有　財　産　面　積 建 築 基 準 法 の 面 積

延べ面積

１　　階

新築１棟

ひ さ し

延べ面積

１　　階

建築面積

１　　階

延べ面積

ｍ
２

ｍ
２

ｍ
２

ｍ
２

ｍ
２

ｍ
２

ｍ
２

ｍ
２

木造平家建て

２）外構

 　　　　　（対象部分：　　　　　　　　　　　）

５．敷　地　面　積

６．工　事　種　目

３）その他

４）電気設備（別図仕様書による）　　　　　　　　　　　 一式

５）機械設備（別図仕様書による）　　　　　　　　　　　 一式

特 記 仕 様 書 （ 建 築 編 ）

７．工　事　範　囲

下記工事について、今回工事範囲より除く。

概成工期　　令和 － 年 － 月 － 日

完成期限　　令和 － 年 － 月 － 日

着　　工　　令和 － 年 － 月 － 日

・ 有　　　 完成期限　　令和 － 年 － 月 － 日

28

・営繕工事電子納品要領（案）　（最新版）　

設計図書縮小版[　※Ａ３版（・４部　・１部）]を製本し（表紙、及び背表紙には、年度、工事名

１）庁舎

　　　作成方法　※営繕工事電子納品要領（案）［最新版］による。

　　　　　　  　原　　図　Ａ２判　１部(３つ折りケース収納)

　　　　　  　　陽画複写　Ａ２判　１部(２つ折り製本)

　　　提 出 物　原　　図　Ａ２判　１部(３つ折りケース収納)

　　　陽画複写　Ａ２判　１部(２つ折り製本)

・機器取扱い説明書　：庁舎等で共用部分を除く部分に設置した機器の取扱い説明書を

※図示　　・現状平均地盤高（　　　）

事務室

・　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本

①舗装　　　　イ）アスファルト舗装　　　　　　　新設一式

②雑工作物　　イ）排水側溝　　　　　　　　　　　新設一式

　　　　　　　ロ）地先境界ブロック　　　　　　　新設一式

　　　  特定調達品目を示す。　

　　　　場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）に抵触する場合には、関係法令等の厳

　　　　守（１.１.１３）の規定を優先する。

判断の基準は「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成２３年２月）」　　

（環境省のホームページからダウンロード可能）による。

（１）　項目は、番号に○印のついたものを適用する。

（２）　特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

　　　　・印と※印のついた場合は、共に適用する。

２．特　記　仕　様

（３）　請負者は完了検査（中間検査を含む）の検査には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資

　　　　料等（報告書等）を用意すること。

（２）　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工

１．共　通　仕　様

建　築　工　事　仕　様

（５）　Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の　　

（６）　標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示している

　　　　特記仕様書は（Ｍ－１）図による。　

　　　　事特記仕様書を適用する。なお、電気設備工事の工事特記仕様書は（Ｅ－１）図、機械設備工事の工事　

（1.3.5）８．指　定　部　分

計（　　１　　　）

407.93㎡

55.28

55.28

55.28

55.28

59.0059.00建築面積

　　　　　　　ハ）ﾒｯｼｭﾌﾝｽH=1200+基礎con　H=300　新設一式

　　既存建物及び既存舗装等解体（事務所併用住宅+倉庫+ｶｰﾎﾟｰﾄ）

　　CB塀及び樹木伐採・伐根処理

　　　　　　　ニ）雨水浸透層　　　　　　　　　　新設一式

・

内部足場

中間

中間

・
・

・

建設副産物

蛍光ランプ

水銀ランプ

蛍光ランプ、水銀ランプの処理方法

処理方法

・

・

中間

中間

・

・

積算上の施設名称（※１）

・

建設副産物

建設副産物の処理方法

処理方法 積算上の施設名称（※１）

・
・

再資源化

再資源化

中間

中間

・
・

最終（一般）

最終（一般）

・
・

・
・

再資源化

再資源化

・
・

最終（一般）

最終（一般）

・
・

・ 再資源化 中間 ・ 最終（一般）・

・
・

再資源化

再資源化

中間

中間

・
・

最終（一般）

最終（一般）

・
・

再資源化 ・最終（一般）・中間・

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）

最終（特別管理産業廃棄物）・
・
・

・
・
・

２

仮
設
工
事

キャスターゲート
波形鉄板

・

・
・

※

・

・

構内既存の施設 

構内既存の施設  

・

設置方法

シート張り

本工事

別途

仮設道路造成

置く
指定路線

（

（

（

計

コンクリート杭

※

・

該当無

万能板塀

金アミ

・

利用できる

利用できる

（

人

・

）
・

シートゲート

該当有

・

・

・

（

（

（

・

置かない

単菅＋シート張り

※

※

固定物

有償

有償

・ 基礎足場

・

・

・

無償

無償

（

）

・

）

）

コンクリート打設足場

）

）

・

仮設備の設置条件

転用回数 （ ） 回

兼用 ・ 有り（図面による） ※ 無し

仮設物の構造及び施工方法の指定

構造及び設計条件 ・ その他 （※ 図面による

施工方法

その他

（

（

）

）

・

利用できない

利用できない

・

・

外部足場・・

※

置く期間

・

・

（

（

1

2

3

仮囲い

危険防止

足場

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について（厚生労働省 基発第０４２４００１

作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」により行うこと。

号平成２１年４月２４日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足
場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の

「手すり先行工法」の足場とは、全層に二段手すりとつま先板（幅木）のある足場をいう。
受注者は、工事着手前に足場の種類及び設置方法等について、監督員と協議すること。

別契約の関係請負者が設置した足場、桟橋、作業構台の類は、無償で使用できる。　）

なお、本工事で設置した足場、桟橋、作業構台の類は、無償で別契約の関係請負者等に使用させること。　

使用期間及び借地条件 ※ 図面による ・ その他 （ ・ 別途協議

・ 別途協議）

）

）

）

・

・

4

5

6

7

8

9

工事用水

工事用電力

工事用進入路

ベンチマーク

交通誘導警備員

その他

道路下水マンホール蓋）

ｺﾝｸﾘｰﾄくず(有筋)

木くず
ｶﾞﾗｽ､陶磁器くず

ｺﾝｸﾘｰﾄくず(無筋)

ボードくず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
金属くず
繊維くず

ビルド商事(株)
ビルド商事(株)
ビルド商事(株)
ビルド商事(株)
ビルド商事(株)
ビルド商事(株)
ビルド商事(株)
ビルド商事(株)

白川商店

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　ホルムアルデヒド放散量　

　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品

　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料使用

　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料使用

　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　該当する建築材料

　　規制対象外　

　　第三種 　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆品

　　２）建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

　　３）旧ＪＩＳのＥ０品

　　４）旧ＪＡＳのＦC０品

※　｢グリーン購入法｣に基づく環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共

　工事の配慮事項に留意すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、東日本大震災の影響により、特定調

　　　　達品目の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更

群馬県前橋市荒牧町４－１－２１　（群馬）登録３８２０号　ＴＥＬ０２７（２３４）９８２０　一級建築士　登録第２２４８９５号　荒木　策美

梶建築設計事務所・前橋建築事務所
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３

土
工
事

2

埋戻し及び盛土

建設発生土の処理

種別

上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督員と協議のうえ決定する

・

構外指示の場所
受け入れ場所
受け入れ場所での処置
搬出距離

構内指示の場所

Ａ種

（

(

(

・

Ｂ種

敷きならし　

(
 )

・
km

敷きならし　

・

・

Ｃ種

たい積　

※ たい積　

)

・ Ｄ種

）
)

（３．２．３）（表３．２．１）

（３．２．５）・

1 ・・

図示による

１

地
業
工
事

1 支持地盤 ・

・

・

杭基礎

直接基礎

地盤の載荷試験

支持地盤の種類及び位置(基礎ぐいの先端の位置含む)

支持地盤の種類及び位置(基礎底部の位置含む)

長期設計支持力度

・

・

・

・

図示による

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行う
試験の位置、方法等は図示による

) kN/m2

・

・

（

・ （ ）

）

）

（

セメントの種類

コンクリートの設計基準強度     (     )N/mm2
構造体強度補正値(S)＝ （     ）N/mm2

・ 高炉セメントB種  ・（ ）
（６．３．１）

形状、支持地盤、仕様

長期設計支持力

・

・

図示による

(              )kN/m2       ・ （ ）

工法
・ 砕石パイル工法

適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による
長期設計支持力

・(              )kN/m2 ・ （ ）

6 置換コンクリート地業

（ラップルコンクリート

地業）

5 地盤改良

7

8

9

液状化対策

砂利地業

捨てコンクリート

工法  ・（           ）

材料

厚さ、幅及び使用範囲
地業

割り石
砂利（砕石）

コンクリートの仕様

セメントの種類

厚さ、幅及び使用範囲
部　位

基　　礎
地中ばり

施工範囲

材料

防湿層の位置

仕様、範囲、計測、試験等

※

※

・
・

・

・

再生クラッシャラン

高炉セメントB種

建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)
（

ポリエチレンフィルム厚さ０．１５mm以上     
（

図示による　　      

・ 図示による

幅（mm）
フーチング各外面より＋150
フーチング各外面より＋150

幅（mm）
フーチング各外面より＋100
フーチング各外面より＋100

（

（

 ・（

）

）

）

） （６．１４．１～３）

）

厚さ（mm）
・150　・（　　）
・60 

厚さ（mm）
※50・（    ） 
※50・（　  ） 

　（４．６．２）

（４．６．３）

（４．６．４）（６．１４．１～３）

（６．３．２）

（４．６．３）

　（４．６．５）

切込砂利及び切込砕石・

・100

10 床下防湿層

無筋コンクリートによる    ※

２

鉄
筋
工
事

1

2

3

4

5

6

鉄筋の種類

溶接金網

鉄筋の継手

鉄筋の定着の方法
及び長さ

鉄筋のかぶり厚さ
及び間隔
（溶接金網含む）

特殊な鉄筋継手

鉄筋の種類
種類の記号

形状等
種類

継手方法等
部位

主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

継手位置図

鉄筋の定着方法 

鉄筋の定着長さ

最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う)

柱及び梁の主筋にD２９以上の使用の有無

軽量コンクリートで土に接する部分

耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)

鉄筋相互のあき(特殊な鉄筋を除く)

・

・

・
・
・
・

・
・

柱、梁の主筋
耐力壁の鉄筋
その他の鉄筋(　）

機械式継手

溶接継手

溶接金網
鉄筋格子

※

※

※

※

※

・

・

・
・

・
・

・
・

使用箇所

性能(H１２建告第１４６３号に適合するもの)

機械式継手の種類(                )
鉄筋相互のあき

品質の確認方法

不良となった継手の修正方法等

使用箇所

性能(H１２建告第１４６３号に適合するもの)

溶接継手の工法(                   )
鉄筋相互のあき

品質の確認方法

不良となった継手の修正方法等

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

有り  適用箇所(                       ) 
最小かぶり厚さ

無し

無し
有り  適用箇所(                       ) 

無し
有り  適用箇所(                       ) 

図示による
（

・
・

・
・

・

・

※

・

・

・

・

※

・

※

※

※

鉄筋径の１．５倍以上
（

図示による
（

図示による

（

図示による

Ａ級

図示による

図示による

図示による

図示による

Ａ級

図示による

図示による

図示による

呼び名(mm)
・
・

Ｄ１０

種類の記号

・

・

）

（

（

継手方法

）

）

）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※
※
※

（

（

（

（

（

（

（

（

（

（

ガス圧接
重ね継手
重ね継手

）

）

網目の形状、寸法、鉄線の経(mm)

）

）

）

）

）

）

）

）

）

）

・
・
・

機械式継手

）
）

 （５．２．１）（表５．２．１）

 （５．２．２）
使用部位

（５．３．４）（５．５．２）

（５．３．４）

 （５．３．４）

（５．３．４）

（５．３．５）

（５．３．５）（図５．３．６）

（５．５．２）

（５．５．２）

（５．５．２）
（５．３．５）

（５．５．３）

 （５．５．３）
（５．３．５）

（５．５．３）

（５．５．３）

備考

呼び名(mm)

・
・

Ｄ１３ （
（Ｄ１９ Ｄ２２

・
・

Ｄ１６ ・

・Ｄ２５SD345

14

15

基礎梁主筋の継手

機械吊上げ用フッ

各部配筋

外観試験

抜取試験

組立の形の種別

補強方法

配筋方法

出隅部分及び出隅受け部の補強筋

一般壁
耐震壁

補強形式
配筋種別
梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト

種別

※

※

※

図示による

行う     （全数）

超音波探傷試験

※

※

※

※
※

※
※

※

※

※

図示による

図示による

図示による

図示による
図示による

図示による
図示による

図示による

図示による

図示による

※

・

図示による

（

 ・引張試験

）
（５．３．７）

（５．４．９）

7

8

9

10

11

12

13

各部配筋

帯筋

最上階柱頭補強

片持ちスラブの
出隅部の補強配筋
（出隅受け部分の
補強筋を含む）

壁開口部の補強

梁貫通孔の補強

圧接完了後の試験

ク

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

レディーミクスト

セメント

骨材

軽量コンクリート

無筋コンクリート

ひび割れ誘発目地
打設目地

打増し厚さ
（打放し仕上げ部）

型枠

11 圧縮強度試験

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

普通コンクリートの設計基準強度
　設計基準強度
（Ｆｃ）　Ｎ/ｍｍ2　

普通コンクリート

軽量コンクリート

軽量コンクリートの設計基準強度

設計基準強度 (N/mm2
)

　・２４

　・

スランプの値(単位：cm)

打込み箇所

所要スランプ

類別

種類

アルカリシリカ反応性による区分

種類

適用箇所

設計基準強度

スランプ

目地寸法

間隔、位置、形状

部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・

・

・

せき板の材料

せき板の厚さ

断熱材の兼用

スリーブの材種

※

※

※

打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む)
の打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む)の打増し厚さ
(内部に面する部分に限る)

外壁タイル張りで、MCR工法又は目荒らし(高圧水洗)工法を行う場合は外部側に
２０mmの打増しを行う

Ⅰ類

※

・

・

・

・

・

・
・

１８N/mm2  

１５㎝又は１８㎝     

・

・

・

※

・

・

・
・

・

・
・

※

普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種
普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R ５２１０ に示された規定の他、水和熱が
７日目で３５２J/g以下、かつ２８日目で４０２J/g以下のものとする。
施工箇所(                                         )
高炉セメントB種
施工箇所(                                         )
フライアッシュセメントB種
施工箇所(                                         )
（

Ａ　　　 

１種　　   

標仕　６．１４．１(e)による箇所
標仕　６．１４．１(e)以外の箇所

標仕　９．７．３による

図示による

標仕 表６．２．５による

コンクリートの打放し仕上げ種別と適用箇所は図示による

２０mm 

（

合板（国産材）
（

１２mm

行う     適用箇所(            )
行わない

標仕６.８.３(i)(2)及び表６.８.１による

・

・

図示による

種別

部位

部位

Ⅱ類

・

・

適用箇所

基礎、基礎梁 土間
スラブ

Ｂ

２種

・

・

 ・ 

・

・

（

（

・

（

（

（

）

）

18

・（

・

・

図示による

・

　２１

（

）

）

）

）

）

）

柱、梁、スラブ
、壁

・

・

）

（

　２４

）

・ 27

）

（６．２．２）

（６．２．２）

（６．２．４）（表６．２．２）

（６．２．１）（表６．２．１）

（６．３．１）（表６．３．１）

（６．３．１）

（６．１０．１）（表６．１０．１）

（６．１４．１）

（６．１４．１）

（６．６．３）（６．８．２）（９．７．３）

（６．８．２）

（６．８．３）

公的機関でコンクリートの材齢２８日圧縮強度試験を行う建築物・その部位等
建築物名 部位

※ 躯体 ・（ ）

コンクリートの
種類及び強度

コンクリート

コンクリート

３

１５

(６.２.５)(６.９.３)(表６.２.４)

（６．２．５）（表６．２．４）

SD295

１８

上記には補正値Sは含まれない（温度補正は別途該当）

（ の類別

仕上り

基礎
捨ｺﾝ
土間

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更
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造作材の材面の品質　　　※造作用製材　小節以上

事

木

工

４

・構造用単板積層材

施工箇所 区分

・ 特級 　・ １級  ・ ２級

使用環境

・ 1 　・ ２

樹種名 寸法 （ｍｍ）
間伐材等

の適用　

・

・

・

曲げ性能
水平せん

断性能

施工箇所

・造作用集成材

見付け材面の品質 樹種名 寸法 （ｍｍ）
間伐材等

の適用　

・

・

・

施工箇所

※ １等　・ 2等

・化粧ばり造作用集成材

見付け材面の品質 寸法 （ｍｍ）
間伐材等

の適用　

・

・

・

施工箇所

※ １等　・ 2等

心材の

樹種名

化粧薄板

の樹種名

化粧薄板

の厚さ （ｍｍ）

・構造用集成材

施工箇所 強度等級 材面の品質

・ 1種 　※ 2種  ・ 3種

使用環境

・ 1 　・ ２

樹種名 寸法 （ｍｍ）
間伐材等

の適用　

・

・

・

寸法 （ｍｍ）
間伐材等

の適用　

・

・

・

心材の

樹種名

化粧薄板

の樹種名

化粧薄板

の厚さ （ｍｍ）

・化粧ばり構造用集成材

表面の品質 寸法 （ｍｍ）
間伐材等

の適用　

・

・

施工箇所

・ 塗装加工

・ 加工しない（・１等 ・２等 ・3等）

防虫処理

・ する

・ しない

・造作用単板積層材

・普通合板

厚さ その他の処理
間伐材等

の適用　

・

・

施工箇所
素板の

樹種名
（ｍｍ）

接着の

程度
表板の品質

広葉樹 　・ １等  ※ ２等

針葉樹 　※ Ｃ－Ｄ　

※ １類

・ ２類

・ する

・ しない

防虫処理

・ する

・ しない

・ 難燃処理

・ 防炎処理

・ 　　

・

・構造用合板

厚さ
間伐材等

の適用　

・

・

施工箇所 （ｍｍ）
接着の

程度

※ １類

防虫処理

・ する

・ しない

・ 特類

等 級

※ ２級

・ １級

有効断面

係数比

表板の

樹種名
表板の品質

※ Ｃ－Ｄ

・ 

・

12．0

・天然木化粧合板

厚さ
間伐材等

の適用　

・

施工箇所 （ｍｍ）
接着の

程度

・

※ ４．２(壁、天井）

その他の処理防虫処理

・ する

・ しない

・ 難燃処理

・ 防炎処理

・ しない

化粧板の樹種名

・ １類

・ ２類

・ なら

・ しおじ・ ３．２

・ ６．０

・特殊加工化粧合板

厚さ
間伐材等

の適用　

・

施工箇所 （ｍｍ）
接着の

程度

・

※ ４．0(壁、天井）

その他の処理防虫処理

・ する

・ しない

・ 難燃処理

・ 防炎処理

・ しない

・ １類

・ ２類

・Ｆ

・ 

・ 

表 面

性 能

・ＦＷ

・Ｗ

・ＳＷ

加工面

・表面

・両面

単板の樹種名

１．ホルムアルデヒド放散量

２．材料 Ｇ

ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・第三種

表面処理用木材保存（防腐・防ぎ）剤はクロルピリホスを含有しない薬剤とし、監督職員

の承諾するものとする。

３．防腐・防蟻・防虫処理

９

屋

根

及

び

事

工

と

１．長尺金属板葺

下葺材料

 アスファルトルーフィング９４０※ 0.4

・

長尺金属板の種類屋根葺形式 板厚（ｍｍ）

※塗装溶融５５％アルミニウム－亜鉛合金めっき

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

い

１．木材等 造作材の工事現場搬入時の含水率　　　※１５％以下

床下地面の防蟻処理　　・行う　　・行わない

工

５

事

軸

組

法

工
　　　※行う（・耐腐朽性及び耐蟻性の大きい樹種を使用　　・防腐・防蟻処理を行った木材の使用）

土台の防腐・防蟻処理

　　　※行う（・耐腐朽性及び耐蟻性の大きい樹種を使用　　・防腐・防蟻処理を行った木材の使用）

土台以外（地面からの高さが１ｍ以内の外壁の軸組）の防腐・防蟻処理

土台以外（地面からの高さが１ｍ以内の外壁の木質系下地材）の防腐・防蟻処理

　　　※行う

　　と横架材の仕口

１．木材等 構造材及び下張材の工事現場搬入時の含水率　　　※２０％以下

２．防腐・防蟻処理

３．耐力壁でない軸組の柱

事

官

工

左

[4.1.1]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.2]

[4.1.5]

[5.1.4]

[5.1.7]

[5.3.4]

[9.3.2]　[9.3.3～5]　[表9.3.1]

[10.1.3]

１．ラス系下地 ・ 直張りラスモルタル下地

・ 直張りラスシート下地

・ 通気工法単層下地

・ 通気工法二層下地

[11.2.3] [表11.2.1]

※ 表１１．３．２による２．吸水調整材

・壁モルタル塗り　　　　既製目地材　・使用する

・床モルタル塗り　　　　既製目地材　・使用する

[11.3.2]３．モルタル塗り

４．仕上塗材仕上げ

・複層仕上塗材

種類

・複層塗材ＣＥ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・外装薄塗材Ｅ

・外装厚塗材Ｃ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

呼び名

・内装薄塗材Ｃ

防火材料

　外　観　※つやあり　・つやなし

　　　　　・メタリック

・砂壁状　・平たん状

仕上げの形状

　耐候性　※耐候形３種

　溶　媒　※水系　・溶剤系

　樹　脂　※アクリル系

・砂壁状　

・凹凸状　・ひき起こし  ・かき落とし

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

・平たん状

・さざ波状

　上塗材

上塗材　・適用する

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

・

・可とう系複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＲＳ

・複層塗材ＲＥ

増塗材　　・適用する

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｗ

・ゆず肌状(・吹付け ・ローラー塗り)

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・着色骨材砂壁状

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｌ

・防水形複層塗材ＲＳ

        （・吹付け　・こて塗り）

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・軽量材仕上塗材

　(ＲＳ：ウレタン系）

１１

３．アルミニウム製建具

種　別

・Ａ種

耐風圧性 気密性 枠見込（ｍｍ）

１．見本の製作等 建具見本の製作　　・行う（建具表による）

※Ａ－３

水密性

外部に面する建具

事

工

建

具

表面処理

・Ｂ種

・Ｃ種

２．防犯建物部品 ・適用する（　　　　　　　　　　　　　）

１２

[11.8.2] [表11.8.1]

[表11.3.2]

※Ｓ－２ ・　　　　

※Ｓ－４ ・　　　　

※Ｗ－３

※Ｗ－４ ※７０

※Ｓ－５ ・　　　

[12.1.4]

[12.1.6]

[12. 2 .2] [表12. 2 .1]

[12.2.4] [表12.2.2]

　　　　　　　　　※透明系

　　　　　　　　　・着色系 （・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

４．網戸等

・防虫網      ※合成樹脂製

種　類 材　　　種

・ガラス繊維入り合成樹脂製      

・ステンレス（ＳＵＳ３１６）線材      

・防鳥網      ・ステンレス（ＳＵＳ３０４）線材      

線　径 網　目

※０．２５ｍｍ以上　

１．５ｍｍ

※１６～１８メッシュ　

網目寸法 １５ｍｍ

※外面納まりの可動式　　　　・内部納まりの開き式 [12.2.3]

５．鋼製建具 外部に面する鋼製建具の耐風圧性　

　※Ｓ－２　　・Ｓ－４　　・Ｓ－５　　・　　　

[12.3.2]

６．鋼製軽量建具 戸の鋼板　　※亜鉛めっき鋼板 　・ビニル被覆鋼板 　・カラー鋼板 [12.4.3]

７．ステンレス製建具

ステンレス鋼板の曲げ加工　　    ※普通曲げ  　　・角出し曲げ（補強あり）

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　

表面仕上げ　    ・ＨＬ仕上げ　　※アクリル樹脂エナメル焼付け　　・　　　

ステンレス鋼板（屋外）　　　　　

ステンレス鋼板（屋内）　

・ ＳＵＳ４３０ＪＩＬ　・ ＳＵＳ３０４

※ ＳＵＳ４３０　・ ＳＵＳ４３０ＪＩＬ　・ ＳＵＳ３０４

　※Ｓ－２　　　・Ｓ－４　　　　・Ｓ－５　　　・　　　

[12.5.2] [表12.5.1]

[12.5.3]

[12.5.3]

[12.5.4]

[12.5.5]

８．木製建具

　※規制対象外　　・第三種

９．特殊な性能の建具

種　　　類

・ 防音ドアセット

・ 防音サッシ

・ 断熱ドアセット Ｇ

・ 断熱サッシ Ｇ

・ 耐震ドアセット

性　能　等　級

遮音性

断熱性

面内変形追随性

・Ｔ－1　・Ｔ－2　・Ｔ－3　・Ｔ－4

適用箇所

・Ｈ－1　・Ｈ－2　・Ｈ－3　・Ｈ－4　・Ｈ－5

・Ｄ－1　・Ｄ－2　・Ｄ－3　

ふすまの上張り　　　新鳥の子程度又はビニル紙程度

建具表による

建物内部に木製建具に使用する表面材および接着剤のホルムアルデヒトの放散量

建具材の加工、組立時の含水率　　※Ｂ種　

・かまち戸

・ふすま

ふすま紙上張り（・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度）　押入等の裏側は雲花紙程度

縁仕上（・ 塗り縁　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装））

・紙張り障子

[12.6.2～4]

[12.6.2～4]

[12.6.2～4]

[12.6.2～4]

[12.6.2]

[12.6.2]

[12.2.2～12.5.2]

10．建 具 用 金 物

シリンダー箱錠

金物の適用

見え掛かりの材質

※レバーハンドル

・握り玉

※アルミニウム合金

・ステンレス

・黄銅

種　　類

シリンダー本締り錠

ステンレス

モノロック 握り玉

ステンレス

ステンレス

本締り付きモノロック 握り玉 ステンレス

※ステンレス　  ・黄銅　   　 ・合成樹脂　　　

※亜鉛合金程度　・ステンレス　・黄銅　　　

※鋼（クロームめっき）　・ステンレス　

建具表による

本体：アルミニウム合金、アーム部：鋼（焼付け塗装）

レール（上吊の場合を除く）

上げ落し（フランス落とし）

本締り錠

マスターキーの製作

戸当り

アームストッパー

押棒・押板

閉鎖順位調整器

ドアクローザー

ヒンジクローザー（ピボット形）

ヒンジクローザー（丁番形）

ピボットヒンジ

丁番

点検口錠

グレモン錠

空錠

　※　製作する　　・　製作しない

握り玉

※亜鉛合金程度　・ステンレス　　

※ステンレス　　・鋼

ステンレス（本体は鋼）

鋼（焼付け塗装）

ステンレス（本体は鋼）

※ステンレス　　・黄銅

※亜鉛合金程度　・ステンレス

レバーハンドル

レバーハンドル

ステンレス

※アルミニウム合金

・ステンレス

※亜鉛合金

・ステンレス

・黄銅

[12.3.6] [12.4.6] [表12.7.1]

[12.7.4]

11．自動ドア開閉装置 （16.8.2)(16.8.3)(表16.8.1～3)

・ＳＷＤ－２

・ＳＳＬＤ－２

・ＳＷＤ－１

・ＳＳＬＤ－１

※ＤＳＬＤ－１

開閉装置の性能

・ＤＳＬＤ－２

防　錆

※適用する

　（補助センサー共）

　（外部に面する建具）

凍結防止装置

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・電波スイッチ

・音波スイッチ

・光線（反射）スイッチ

センサーの種類

・タッチスイッチ

※行う

全半開装置

※設ける（半開幅＝　　　　　）　　・設けない

・

自閉式上吊り引戸機構（手動開き式）

性能　※表１６．９．１による

12．自閉式上吊り引戸装置

13．重量シャッター

14．軽量シャッター （16.11.2)(表16.11.1）

（16.10.2)(表16.10.1）　

（16.11.4)

（16.10.2)

（16.10.2)
２

２

シャッターの種類

　・一般重量シャッター      耐風圧強度　（　　　　）Ｎ／ｍ

　・外壁用防火シャッター    耐風圧強度　（　　　　）Ｎ／ｍ

　・屋内用防火シャッター

　・屋内用防煙シャッター

開閉機能による種類

　※上部電動式（手動併用）　　　　・上部手動式

一般重量シャッターのシャッターケース

　※設ける　　・設けない

開閉形式

　※手動式　　　　・上部電動式（手動併用）

耐風圧強度　（　　　　）Ｎ／ｍ

スラット

　形状　　※インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

シャッターケース　　※設ける（材質はスラットと同じ）　・設けない　　

２

反射皮膜面　　※ 内面　　　　・ 外面

・合わせガラス

品　　種

※フロート合わせガラス

構成種類

※ フロート合わせガラス

・ 熱線吸収、フロート板合わせガラス

性　能

・網入磨き合わせガラス ・ 網入磨き、フロート板合わせガラス

・ 網入磨き、熱線吸収板合わせガラス

・　類　

・ －１類 ・  -2類　

・　類　

・強化ガラス

材料板ガラスによる種類

※フロートガラス

種　類

※ フロート強化ガラス

・ 熱線吸収強化ガラス

性　能

・型板ガラス ※ 型板強化ガラス

・　類　　・ 　類　

・熱線吸収板ガラス

※熱線吸収フロート板ガラス

性　能 色　調

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・ブルー　・グレー  ・ブロンズ　

品　　種

・１種　　・ ２種　

・複層ガラス

・断熱複層ガラス

断熱性 日射熱遮へい性

　U１

品　　種

・ １種　　　

・ ２種　　　

・ ３種　　　

　U２

・ U-3-1　・ U-3-2

・日射熱遮へい複層ガラス ・ ４種　　　

・ ５種　　　

　E4

　E5

・熱線反射板ガラス

※熱線反射ガラス

色　調

・高性能熱線反射ガラス

・ ブルー　 　・ グレー  

品　　種

・ ブロンズ　 ・ シルバー  

日射熱遮へい性 耐久性品　　種

※熱線反射ガラス

・高性能熱線反射ガラス

・ １種　　　

・ ２種　　　

・ ３種　　　

　A種

・ A種　・ B種

　B種

ガラスの種類

15．ガ ラ ス [12.8.2]

[12.8.2]

[12.8.2]

[12.8.2]

[12.8.2]

・倍強度ガラス

※フロート倍強度ガラス

色　調

・熱線吸収倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類の名称

・ブルー　・グレー  ・ブロンズ　

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラスの留め材 ガラス溝の大きさ（mm）

アルミニウム製 ※ シーリング材

・ ガスケット

※ グレイジングチャンネル形

・

・ 図示

・

（9.6.1）

鋼製及び鋼製軽量 ※ シーリング材 （9.6.1） ※ 標準仕様書 表 16.13.1 による

ステンレス製 ※ シーリング材 （9.6.1） ※ 標準仕様書 表 16.13.1 による

[12.8.2]

※ 木造標準仕様書 表 12.8.1 による

３．床用塗料塗り

 装

 工

 事

１．材料

２．防火材料

 塗

２

屋内に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　　・第三種

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・次の箇所を除き防火材料とする。　（箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　）

材　　質　　ウレタン樹脂系塗料　屋内用　（※標準色　・　　　　　）

仕上塗材　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ

プライマー塗りのうえに主剤２回塗りとし、総塗布量は０．３ｋｇ／ｍ 以上とする。

４．錆止め塗料塗り

鉄鋼面錆止め塗料 EP-G以外　　※ A種１種

EP-G    　　※ B種

亜鉛めっき面錆止め塗料 EP-G以外　　※ B種

EP-G    　　※ C種

１３

１０

[13.1.3]

[13.1.3]

[13.3]

１類 広葉樹 　・ １等  ※ ２等

床、屋根下地

柱の端部と横架材との仕口　（ 木造標準仕様書5.3.4による ）

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画書

　　建築基準法に基づき定められた区分等

　　　地表面粗度区分　（　・　　 ・　　・　　 ・　　）

　として提出する。

[13.2.3]

　　　基準風速　　　　 Vo=（　３０　）ｍ／ｓ

(心木あり)

・平葺

（一文字葺）

・塗装溶融亜鉛合金めっき鋼鈑及び鋼帯

（CGCCR-20-Z25）

・互棒葺

･ 横葺

かまち樹種（　杉上小節程度　）　鏡板（　杉無節程度　 ）

事

工

木

施工箇所（　屋根　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（16.9.3)

本棚 杉　CLT　Jﾊﾟﾈﾙ ｔ＝36

梁 E110 唐松集成材 120×300

唐松集成材 120×300ﾎﾟｰﾁ

唐松集成材 120×300事務室

・縦ハゼ葺

　　　積雪区分　建設省告示第１４５５号　別表（ ２３ ）　※那須塩原市役所：60ｃｍ

・フラッシュ戸（既製品）

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更

群馬県前橋市荒牧町４－１－２１　（群馬）登録３８２０号　ＴＥＬ０２７（２３４）９８２０　一級建築士　登録第２２４８９５号　荒木　策美

梶建築設計事務所・前橋建築事務所

A3：ー

特記仕様書（3）Ａ－０５

2023年1月31日中塩原森林事務所新築工事



※JIS A 4416（住宅用浴室ユニット）による

部材及び部品の材質・形状：ＦＲＰ製

寸法等：１６１６タイプ

14．壁紙張り

１．接着剤

内

装

工

事

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外　　・第三種

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のもとする。

２．ビニル床シート Ｇ

ＪＩＳ記号 施工箇所

 ※ＮＣ　

 ・

種　　類

 ※発泡層のないもの

 ・発泡層のあるもの

再生ビニル樹脂系材料の合計重量が製品の総重量費で１５％以上使用されていること。

（ＰＦの場合を除く。）

工　法 　※熱溶接 　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　）

特殊機能

　・帯電防止

　・耐動荷重

厚さ（ｍｍ）

  ※２．５

  ・２．０

色　柄

 ※無地

 ・マーブル柄

 ・無地

 ・柄物

４．ビニル床シート

　 ビニル床タイルの

　 特殊機能

耐動荷重

　ＪＩＳ Ａ １４５４によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間はく離強度

　試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試験等の試験後異常がない

帯電防止

・帯電防止性能評価値（ＪＩＳ Ａ １４５５）１．２以上～３．２未満

　又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ Ａ １４５４) １×１０ ～１×１０ Ω程度
７ 10

　こと。

３．ビニル床タイルＧ

　※ＣＴ

　・ＨＴ

　 ※ 無地     ※ ３００×３００

   ・ 無地

   

再生ビニル樹脂系材料の合計重量が製品の総重量費で１５％以上使用されていること。

特殊機能

　・帯電防止

　・耐動荷重

　・帯電防止

　・耐動荷重

　・帯電防止

　・耐動荷重

厚さ（ｍｍ）

  　※2.0

  　

  　※2.0

　   

 　  

  　

寸法（ｍｍ）ＪＩＳ記号 色　柄

　・ＨＴＬ 　・帯電防止

　・耐動荷重

 　  

  　

    ・ ５００×５００

    

　・ＣＴＳ

    ・ ４５０×４５０

    ※ ３００×３００

  　    ・ ４５０×４５０

    ※ ３００×３００

    ・ ４５０×４５０

   ・ 柄物

   ・ 無地

   ・ 無地

   

   

施工箇所

視覚障害者用タイル　　　ブロックパターン ＪＩＳ Ｔ ９２５１ による。

箇　所 種　　類

 屋　内

 屋　外

 ・塩化ビニル製

 ・タイル製

 ・コンクリート製

 ・タイル製

６．ビニル幅木

５．誘導用､

材質　　　　　※軟質  　　 ・硬質

高さ（ｍｍ）　※６０ 　 　 ・７５    　 ・１００

厚さ（ｍｍ）　※２．０　   

厚さ（ｍｍ）

  　　※７

   　  

  　  ※６０

　     

寸法（ｍｍ）

  ※３００×３００  

  ※３００×３００  

  ※３００×３００  

  ※３００×３００  

・タフテッドカーペット

パイル形状

 ・カットパイル

 ・ループパイル

 ・レベルループパイル

 ・カット、ループ併用

パイル長さ（ｍｍ）

 ※５～７   

 ※４～６   

 ※４

帯 電 性 工　　法 備 考

 ※人体帯電圧

   ３ＫＶ以下

 ・

 ※全面接着工法

 ・グリッパー工法

７．ゴム床タイル

８．カーペット敷きＧ

・タイルカーペット

種　別 パイル形状 工　法 総厚さ（ｍｍ）

　　※第１種

　　・第２種

 ※ルーフパイル    ※全面接着工法 　※６．５

　・

敷き方　　　　※市松敷き　　・模様流し

・

備考欄の価格は、カタログ記載価格である。

 ・

色柄　　　　　※コイン柄　 

厚さ（ｍｍ）　※３．０　　 ・４．５　 　・６．０　　 ・９．０

寸法（ｍｍ）　※５００×５００　　・　

    注意喚起用床材

下敷き材　※反毛フェルト（ＪＩＳ L　３２０４）の第2種2号　呼び厚さ　８mm

帯電性　　　　※人体耐電圧　３ｋＶ以下　　

９．合成樹脂塗床

　※規制対象外　　・第三種

 ※薄膜流し展べ仕上げ

 ・防滑仕上げ

 ※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

 ・厚膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）

 ・樹脂モルタル仕上げ（・平滑　・防滑）

・ エポキシ樹脂系塗床

種　　類 仕 上 げ の 種 類

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

・ 弾性ウレタン樹脂系塗床

１４

[14.2.2]

[14.2.2] [14.2.3]

[14.2.2]

(19.2.2)

[14.2.2]

(19.2.2)

(19.2.2)

[14.3.3] [14.3.4] [表14.3.2]

(14.3.3) (表14.3.2)

（19.4.2）（表19.4.1～7)

10．フローリング張り　 ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

フローリングの種別

・単層フローリング Ｇ

・フローリングボード   ※なら

樹　　種種　　類

 釘留め工法

・モザイクパーケット  接着工法  ・

[4.1.2] [14.4.4～6] [表14.4.1～3]

[14.4.2]

樹　　種

 ・松

種　　類 　　工　　法

 ※釘止め工法

種　　別

  ・Ａ種

  ・Ｂ種

硬質木毛セメント板

普通木毛セメント板

硬質木片セメント板

普通木片セメント板

ロックウール化粧吸音板

けい酸カルシウム板

ＮＷ

ＨＦ

ＮＦ

0.8ＦＫ

1.0ＦＫ

ＤＲ

ＨＷ

タイプ２（無石綿）

フラットタイプ（不燃）

凹凸タイプ（不燃）

種　類 ＪＩＳの記号 規  格  等

・Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　　）

・内装用　・外装用

・研磨板　（・スタンダード　・テンパード）

・無研磨板（・スタンダード　・テンパード）

・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・塗装

・無研磨板　・研磨板

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ﾗﾜﾝ合板程度）

ＪＩＳ Ｋ ６９０３による

・なら　　・しおじ

模様（※柾目・板目）専用下地材有り

不燃 　幅440程度

ガラスクロス包み

インシュレーションボード

ポリエステル樹脂化粧板

化粧せっこうボード（木目）

ハードボード（素地）

化粧パーティクルボード

単板張りパーティクルボード

ミディアムデンシティファイバーボード

普通合板

メラミン樹脂化粧板

天然木化粧合板

せっこうラスボード

強化せっこうボード

ＩＢ

ＨＢ

ＭＤＦ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｆ

シージングせっこうボード

不燃積層せっこうボード

グラスウール吸音ボード２号３２Ｋ

せっこうボード

ロックウール吸音ボード１号

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｒ

ＧＷ－Ｂ

ＲＷ－Ｂ

不燃

ＧＢ－Ｄ

化粧無（下地張り用）

ハードボード（化粧）

特殊加工化粧合板 ・オーバーレイ　・プリント　・塗装

12．せっこうボード、

　　 その他ボード及び

　　 合板張り

化粧有（トラバーチン模様）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

[14.6.2] [表14.6.1]

　※規制対象外　・第三種

合板類、繊維板、パーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

合板類の張付け　　・Ａ種　　※Ｂ種

[14.6.2]

[14.6.3]

繊維

壁紙のホルムアルデヒト放散量　　※規制対象外　　・第三種

施工箇所 紙
その他

プラスチック系

塩化ビニール
無機質 備  考

・ ・ ・・・

・ ・ ・・・

・ ・ ・・・

[14.7.2]

１５

タ

イ

ル

断

熱

・

防

露

ユ

ニ

ッ

ト

及

、

、

び

そ

の

他

の

工

事

　※マスク張り

　内装タイル以外のユニットタイル

　・改良圧着張り　　　    箇所［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　・改良積上げ張り　　    箇所［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　※密着張り　　　　　    箇所［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　外装タイル

　・改良積上げ張り　　    箇所［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　内装タイル

壁タイル張りの工法３．あと張り工法

・・

・・

・・

・・

・・

有 無類類による区分

耐凍害性

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

見本焼き　　　　・行う　　  ※行わない

試験張り　　　　・行う　　  ※行わない

役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

外壁の目地位置　　　　※図示　　　

　　ひび割れ誘発目地　

１．伸縮調整目地及び

備考利　用
Ｇ標準 注文

再生材色

タイルの形状、寸法２．タイル張り

有施ゆう 無ゆう類

主な用途 形状寸法

（ｍｍ）

うわぐすり吸水率による区分 役 物

無

[15.1.1]

[15.1.2]

[15.1.2]

[表15.1.4]

施工

施工

施工

施工

断熱材の打ち込み及び張付け

・グラスウール

・硬質ウレタンフォーム保温材

・押出法ポリスチレンフォーム保温材

種　　類

 保温板（　　　）

 ・保温板

 ・保温板（２種ｂ）

種　別 厚さ（ｍｍ） 適 用 箇 所

 下記以外

・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材の

ホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

発泡剤の種類

　Ａ種

　Ａ種

 ※Ａ種

 ・ ２ ５   

 ・ ２ ５   

 （３種ｂスキン層付き）

４．断熱材Ｇ

[15.2.2] [表15.2.1]

サニタリーユニット

５．住宅用複合 ※JIS A 4410（住宅用複合サニタリーユニット）による

６．住宅用浴室ユニット

[15.3.2]

[15.3.3]

　　　　　　　　　　

７．住宅用便所ユニット ※JIS A 4417（住宅用便所ユニット）による [15.3.4]

表面材の材質 脚　部

形 状 材 質

ドアエッジ

形 状 材 質

 ・ポリエステル樹脂系化粧板  ・支柱  ※ステンレス製  ※Ｒ  ・ステンレス製

 ・  ・

 ※メラミン樹脂系化粧板  ※幅木  ・アルミニウム製  ・標準  ※アルミニウム製

８．トイレブース [15.3.5]

部材及び部品の材質・形状：

寸法等：

部材及び部品の材質・形状：

寸法等：

９．住宅用収納間仕切り

ユニット

※JIS A 4414（住宅用収納間仕切り構成材）による [15.3.6]

部材及び部品の材質・形状：

寸法等：

10．洗面化粧ユニット ※JIS A 4401（洗面化粧ユニット類）による

洗面化粧ユニット類の種類：

天板の材質及び寸法：

洗面器等の材質及び寸法：

[15.3.7]

11．システムキッチン [15.3.8]※JIS A 4402（キッチン設備の構成材）による

部材及び部品の材質・形状：

寸法等：

※１段　　・２段

・優良住宅部品（システム　※Ａ－１型　　・　　　　）　トラップ付

・優良住宅部品（システム　※Ａ－１型　　・　　　　）　バックガード（※有　・無）

・優良住宅部品（システム　※Ａ－１型　　・　　　　）

12．ステンレス流し台

13．コンロ台

14．吊戸棚

15．水切り棚

材　種

 ※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）ビニルタイヤ入り

 ・

幅（ｍｍ）

　※約３５

取付工法

 ※接着工法

 ・埋込工法

（20.2.6)

 ・無

 ※有（ビニール製）

フラットエンド

※集成材クリアラッカー仕上げ（径　・４５　・３５）

・ビニル製

・合成樹脂製既製品（抗菌剤入り、木目調）

　　二段個別設置（３４φ）

　　ブラケット及び芯材：アルミニウム合金押出型材

５．階段滑り止め

16．階段手すり

厚さ５ｍｍ　　ステンレスフレーム付き17．鏡 [15.3.10]

区　分

　・室名札

　・ピクトグラフ

　・とびら番号

取付高さ

　※図示

　・

書  体

　・庁舎案内板

　・各階案内板

　※図示

　・

衝突防止表示　※設ける（※両面　・片面）

　　　　　　　　※ステンレス製　径約３０ｍｍ（市販品）

表示標識　案内用図記号については　ＪＩＳ Ｚ ８２１０　による。

　　　　　誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

材  質

　※アクリル板

　・

厚さ（ｍｍ）

  ※５

  ・

　※アクリル板

　・

　※５

　・

18．表　示 [15.3.11]

形式

 ※横形

 ・縦形

種　類

 ※ギヤ式

 ・操作棒式

 ・１本操作コード式

 ※２本操作コード式

スラットの材種

 ※アルミニウム合金製

 ・

 ・アルミスラット

 ※クロススラット

スラットの幅（ｍｍ）

 ※２５

 ・

 ・８０

 ・１００

ボックス・レールの材質

 ※鋼製

 ・

 ※アルミニウム合金製

 ・

 ・コード式

19．ブラインド [15.3.2]

スクリーンの材種

 ※ポリエステル

 ・綿

 ・

操作方式

 ・電動式

 ・スプリング式

 ※チェーン式

遮光性能

　・１級

　・２級

　・３級

　・なし

備　考

20．ロールスクリーン [15.3.13]

カーテンレール

[15.3.14]

ひだの種類

・フランスひだ

※箱ひだ、つまひだ

・プレーンひだ、片ひだ

形式

片引

・

引分 電動 ひも引 手引

開閉操作 備　考

備考欄の価格は、カタログ記載価格である。

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

材種　※アルミニウム製　・ステンレス製　

【カーテンレール】

形式　・片引き　・引分け（暗幕用は３００ｍｍ以上の召合せの重掛けとする。）

形状　・Ｃ型　　・Ｄ型　　・角型　　

21．カーテン及び

材種：アルミニウム合金製　

高さ：※天井まで　・１．８ｍ程度

・Ａ種　※Ｂ種　　コンクリートブロック製市販品、　コンクリート根巻有22．敷地境界石票

23．出隅面取り材

材　質　　ステンレス鋼管ＳＵＳ３０４＋軟質塩化ビニール被覆、既製品、径３４φ

　小便器用　　形状は標準詳細図６－２７－１　に準ずる

　多目的便所　形状は標準詳細図６－２４－１　に準ずる

　　　　　　　可動手すり（Ｌ＝約６００）

　　　　　　　固定手すり（Ａ）（Ｌ＝約８００、Ｈ＝約７００）

　　　　　　　直線手すり（Ｌ＝約１，０００）

24．便所手すり

ＪＩＳ Ａ ５７５９　ガラス飛散防止性能（Ａ法・Ｂ法）適合品

カタログ掲載価格　　　　　　円／ｍ 程度

素材：塩化ビニル樹脂

形状：幅１，２００以上

法的不燃材下地に施工した場合の防火性能：不燃

カタログ掲載価格　　　　　　円／ｍ 程度

25．ガラス用フィルム

26．化粧塩ビシート

2

2

材　種

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・

枠の目地形状による区分

 ・外枠、内枠共額縁ﾀｲﾌﾟ

 ※外枠額縁、内枠目地ﾀｲﾌﾟ

外枠と内枠のｸﾘｱﾗﾝｽ

 片側2.0ｍｍ以内

 ・外枠、内枠共目地ﾀｲﾌﾟ

枠の許容差

 ±0.5ｍｍ以内

寸  法

 ※ 一般形

 ・密閉形

 （屋内用）

 ・一般形

 （屋内外用）

 ※450×450

 ・600×600

 ・

形　式

アルミニウム合金押出形材は ＪＩＳ Ｈ ４１００ Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５により、表面処理

は陽極酸化皮膜 ＪＩＳ Ｈ ８６０１(ＡＡ６)（外部についてはＢ種又は同等品以上）を

おこなったものとする。

内枠、外枠のコーナーピース、及び吊り金物、取付ボルトは鋼板に亜鉛めっき等の防錆

処理を行ったものとする。

内枠の仕上材、留付金具はアルミニウム合金押出型材、亜鉛めっき鋼板の類とする。

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・鋼製

・鋳鉄製

 ・450×450

 ※600×600

 ・

 ※一般形

 ・密閉形

　片側

　2.0ｍｍ以内

一般形：パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの。

密閉形：ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したもの。

材　種 形　式寸　法 受枠と蓋枠のｸﾘｱﾗﾝｽ

　受枠、蓋枠

　とも

　±0.5ｍｍ以内

枠の許容差

 ・屋内外用

 ※屋内用

使用部位

点検口の形式

　一般形：パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの。

　密閉形：ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したもの。

材料の品質及び性能

使用部位

 受枠材

 蓋枠材

材　料

 アルミニウム合金

 押出形材

屋 内 外 用

 ＪＩＳ Ｈ ４１００ ６０６３Ｓ－Ｔ５

 表面処理：標準仕様書（表１４．２．１）の

 　　　　　Ａ－１種、Ａ－２種、Ｂ－１種、Ｂ－２種

屋 内 用

 ステンレス製  ＪＩＳ Ｇ ４３０５のＳＵＳ３０４

 表面仕上：ＨＬ又はＮｏ２Ｂ程度（目地ともの場合）

 鋼製  鋼板又は電気亜鉛めっき鋼板

 （ＪＩＳ Ｇ ３３１３ ＳＥＨＣ）

 表面処理：メラミン樹脂焼付塗装等の防錆処理

 亜鉛めっき鋼板(ＪＩＳ Ｇ ３３０３ ＳＧＨＣ)

 電気亜鉛めっき鋼板

 鋼板等

 表面処理： 一般さび止めペイント

 （ＪＩＳ Ｋ ５６２１）

 鋳鉄製 二重蓋の中蓋 　ＪＩＳ Ｇ ５５０１　ＦＣ１５０、ＦＣ２００

　ＪＩＳ Ｈ ３１００　Ｃ２６００、Ｃ２７２０、Ｃ２８０１Ｐ

　ＪＩＳ Ｈ ３２５０　Ｃ２６０２、Ｃ３６０４Ｂ

　ＪＩＳ Ｇ ４３０５、ＪＩＳ Ｇ ４３０８　ＳＵＳ３０４

 黄銅製 目地材

 (ＪＩＳ Ｇ ３３１３ ＳＥＨＣ)の類

 ステンレス製

（表14.2.1)

  ＪＩＳ Ｇ ４３０５、４３０８　  ＪＩＳ Ｇ ４３０５　ＳＵＳ４３０

　ＳＵＳ３０４

 ＪＩＳ Ｈ ４０００ Ａ１１００Ｐ Ｈ２４

 表面処理：陽極酸化塗装複被膜

 　ＪＩＳ Ｈ ８６０２のＢ

   ＪＩＳ Ｈ ８６０１のＡＡ１５

 ステンレス銅製

 アルミニウム板

 底板材

 ｺｰﾅｰﾋﾟｰｽ

 底板補強材

 鋼製  鋼板又は電気亜鉛めっき鋼板

 （ＪＩＳ Ｇ ３３１３ ＳＥＨＣ）

 亜鉛めっき鋼板

 電気亜鉛めっき鋼板

 （ＪＩＳ Ｇ ３３１３ ＳＥＨＣ）の類

 鋼板等

 表面処理：一般さび止めペイント

 （ＪＩＳ Ｋ ５６２１）

 (ＪＩＳ Ｇ ３３０３ ＳＧＨＣ)

 表面処理：メラミン樹脂焼付塗装等の防錆処理

 錠  黄銅製、ステンレス鋼製、亜鉛

 合金製（クロムめっき）の類

 開閉方式  施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする

 エチレンプロピレン

 パッキン材  塩化ビニル系

 ゴム、軟質

 塩化ビニル

 クロロプレン

 スポンジラバー

 外枠及び蓋枠の材質、形状に適する弾力性、密着性、気密性を有するもの。

 アンカー材  鋼製  電気亜鉛めっき又は錆塗装を行ったもの。

27．天井点検口

28．床点検口

 取っ手

 蓋の耐荷重性能

 黄銅鋳物製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金鋳物製、

 ステンレス鋼鋳鋼品、ステンレス鋼材製等

 ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材等で表面を被覆した合成樹脂製等は、

 衝撃による変形・割れが生じない構造のものとする。

 蓋中央部が耐荷重値Ｐｎ＝１，０００Ｎにおいて残留たわみが点検口の有効

 径の０．０８％以内であること。

 受け枠・蓋その他に使用上支障がないこと。

 破壊荷重は、荷重値のＰｎの２倍以上であること。

工　　法

    １５

厚さ（ｍｍ）

  ・

 幅 ７５

大きさ（ｍｍ）

 長さ ５００以上

  ・

防虫処理

・ する

・ しない

備　　考防虫処理

・ する

・ しない

塗装

　・オイルステン塗りの上、ワックス塗り

　・生地のままワックス塗り

[14.4.6]

11．畳敷き　 種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　※Ｄ種

Ｄ種の畳床　　・ＫＴ－　　　・ＫＴ－　　　※ＫＴ－

　ホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外　・第三種

畳表及び畳床はＶＯＣ含有量が少ないものとする。　

[14.5.2] [表14.5.1]

 ・接着工法

　防湿処理

　※行わない

　・行う

　緩衝材 

床

15．珪藻土塗り 標準塗厚2～3㎜、平たん状、正味質量5,000g程度

備考欄の価格は、カタログ記載価格である。

29．玄関収納

　※接着剤張り　　　 施工箇所［ 台所　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　］

 保温帯（24㎏/m3）

※無垢フローリング Ｇ

 ・なら

 ・桧   ・Ｃ種

　・ウレタン樹脂ワニス塗り

　・木材保護塗料塗

壁、天井

玄関・ホール 300角

(ｼﾝｸﾞﾙ、ダブル)

1000円/㎡程度

 ・ ８ ０   

※壁、屋根面　ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ吹き付ｔ－40

ﾀﾞｲｹﾝ　FW0720-2　定価75,600円同等品

既製品　900W×395D×820H床置き型　木目柄プリント化粧紙張り

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更

群馬県前橋市荒牧町４－１－２１　（群馬）登録３８２０号　ＴＥＬ０２７（２３４）９８２０　一級建築士　登録第２２４８９５号　荒木　策美

梶建築設計事務所・前橋建築事務所

A3：ー

Ａ－０６ 特記仕様書（4）
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事

工

水

９

防

（9.2.3）（9.5.3）

防水種別 設置数量

防水層の種別 （9.5.3）（表9.5.１～.2）

（9.6.2）（表9.6.1）

下記以外は標準仕様書表9.6.1による

種類（記号） 施　工　箇　所

（9.6.5）

・平面部脱気型

材　　質脱気装置の種類

※製造所の仕様 ※製造所の仕様

・ポリエチレン樹脂　・ＡＢＳ樹脂

・ステンレス　・鋳物

・立上がり部脱気型
・合成ゴム　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス　・銅

※製造所の仕様

　　※地下外壁防水　

　　※屋内防水　　　

シーリング材の種類、施工箇所

接着性試験

　※簡易接着性試験

　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　　　　　）

仕上げ塗料塗り ※カラー

・シルバー

施  工  箇  所種　　別

・Ｘ－１

・Ｙ－１

・Ｙ－２

Ｄ－１、Ｄ－２

Ｘ－１ （　　）箇所

（　　）箇所

備　　考

・Ｘ－２

Y-2の保護層 ・設ける

１．塗膜防水

２．脱気装置

３．シーリング

１４

金

属

工

事

１．あと施工アンカー 引抜き耐力の確認試験　　　　※行わない　　・行う （14.1.3）

種　　　類 施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

※ＨＬ程度

・ＮＯ．２Ｂ程度

・鏡面仕上程度

（14.2.2）（表14.2.1）

種　　　別 皮膜の種類 施工箇所（成形板、笠木、建具以外）

・Ｂ－１種

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　・三次電解着色

４．鉄鋼の亜鉛めっき （14.2.3）（表14.2.2）

表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・Ａ種

施工箇所（手すり、タラップ以外）

2．ステンレスの

（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー）

・Ｂ－２種

・Ｃ－１種

・Ｃ－２種

※ Ｂ  

ＡＡ６

ＡＡ６

種　別

（14.2.1）

３．アルミニウム及び　

　　アルミニウム合金の

　　表面処理

（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー）

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

　　表面仕上げ

※ Ｂ  

工

事

水

２１

排

１．排水管

管の種類材　　質 形状 備考呼び径

（21.2.2）(表21.2.1)

・遠心力鉄筋コンクリート管 ※ 外圧管

（１種）

・Ｂ形管 

・硬質ポリ塩化ビニル管 ・ ＶＰ

・ ＶＵ

・ ＲＳ－ＶＵ Ｇ

・ 

・　　　・　　　・　　　・ 

・　　　・　　　・　　　・ 

・　　　・　　　・　　　・ 

・　　　・　　　・　　　・ 

・　　　・　　　・　　　・ 

２．鋳鉄製ふた （21.2.2）

種　　類

・水封形

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン式）

適用荷重（安全荷重　　）（ｋＮ）

・ T-2用(5)

・ T-６用(１5)

・ T-２０用(５０)

・ 

鍵

・ 有

・ 無

３．化粧鋳鉄製ふた （21.2.2）

種　　類

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（ボルト・パッキン式）

適用荷重（安全荷重　　）（ｋＮ）

・ T-2用(5)

・ T-６用(１5)

・ 

鍵

・ 有

・ 無

充填深さ （ｍｍ）

・ ４０

・ ７０

・ T-２０用(５０)

目　地

・ 鋳鉄

・ ステンレス

４．グレーチング （21.2.2）

種　類

・鋼　製

・ステンレス製

形式

※ 受枠付

・ ボルト固定

・ 

用途

・ 溝ふた（横断用）

・ 溝ふた（側溝用）

・ 桝ふた用

・ Ｕ字溝用

適用荷重

・ 歩行用

・ Ｔ－２用

・ Ｔ－６用

・ Ｔ－１４用

・ Ｔ－２０用

ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ

普通目 細目

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

亜鉛メッキ

（付着量）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

上面形状

※ 凸凹形

・ 

※ 受枠付

・ ボルト固定

・ 

・ 溝ふた（横断用）

・ 溝ふた（側溝用）

・ 桝ふた用

・ Ｕ字溝用

・ 歩行用

・ Ｔ－２用

・ Ｔ－６用

・ Ｔ－１４用

・ Ｔ－２０用

・ 凸凹形

・ 平形

１．路　床 路床の材料 （22.2.3）・遮断層　　　　※川砂、海砂又は良質な山砂　

・凍上抑制層　　※再生クラッシャランＧ

　　　　　　　・道路用鉄鋼スラグ　Ｇ

　　　　　　　・　　　　　　　　　　　

・フィルター層　※再生クラッシャランＧ

路床安定処理 （22.2.3）（表22.2.2）・行う

　※添加材料による安定処理

　　　種類　・普通ポルトランドセメント　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　）

　　　添加量　 ｋｇ／ｍ
２

　　　（目標CBR 　※ ５ 以上　　・　　　　）

　・ジオテキスタイル

　　　単位面積質量 ｋｇ／ｍ ２　　　６０　　　　以上

　　　厚さ（ｍｍ）　０．５～１．０

　　　引張強さ N／５ｃｍ　　　９５　　　　（１０　　　　　　）以上ｋｇｆ／５ｃｍ

　　　透水係数 　　　１．５×１０　　　　　以上

盛土に用いる材料 （22.2.3）（表3.2.1）

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・建設汚泥から再生した処理土Ｇ

試験 路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　※行わない　　・行う （22.2.5）

路床の締固め度の試験　　　　　　　※行わない　　・行う

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　※行わない　　・行う

２．路　盤 路盤材料 （22.3.3）※再生クラッシャランＧ

・道路用鉄鋼スラグ  Ｇ

試験 路盤の締固め度試験　　　　　　　　※行わない　　・行う

装

工

事

２２

舗

　※再生密粒度アスファルト混合物（１３）

　※再生粗粒度アスファルト混合物（２０）

　・再生細粒度アスファルト混合物（１３）

  基   層

　表   層

アスファルト混合物の抽出試験　　　※行わない　　　・行う

加熱アスファルト混合物の種類 (22.4.3～4)（22.4.6）（表22.4.6）３．アスファルト舗装

試験

ｃｍ／ｓｅｃ
－１

（22.5.3）5．コンクリート舗装

コンクリート版の厚さの試験　　※行わない　　　・行う

早強セメント　　　　　　　　　※使用しない　　・使用する

溶接金網　　　　　　　　　　　※あり　　　　　・なし

４．カラー舗装 (22.6.2～6)

種　　　類

※ 加熱系アスファルト混合物

・ 常温系樹脂系混合物

・ 常温系ニート工法

・ 常温系塗布工法

区　分

・ 車道

・ 歩道

車道部の基層

・ 有

・ 無

厚さ（ｍｍ）

　※60

路床安定処理　※行わない　　　・行う　

 ※普通平板（Ｎ）

種　　　類 寸法（ｍｍ）

　※300角

（22.8.2）（22.8.3）

　　※砂　・モルタル

備　考

　目地材

6．ブロック系舗装

・コンクリート平板舗装

 ・透水平板（Ｐ）

　・研ぎ出し　・洗い出し　・たたき出し

　表面加工

歩道部は、原則再生材料を用いた舗装用ブロックＧとする。ただし、調達困難な場合は

監督員と協議するものとする。

Ｇ低揮発性有機溶剤型の路面表示用水性塗料

塗料総質量に対して５%以下

揮発性有機溶剤の含有率

・

（ｍｍ）

※ １．０

塗布厚さ（ｍｍ）

・ 100

・ 150

幅

・

※ 白

色

常　温

液　状

適　用

溶　解

加　温

常　温

施　工

Ｇ

Ｇ

※ ３種１号

・ ２種

・ １種

種　類

（ＪＩＳ K 5665(路面表示用塗料）による）

監督員と協議するものとする。

歩道部は、原則再生材料を用いた舗装用ブロックＧとする。ただし、調達困難な場合は

保水性（吸水率）　　　体積比　１５％以上

　　　　　　　　　　　無ゆう　０．５ｇ以下

耐摩耗性　　　　　　　旋ゆう　０．１ｇ以下

　表面の異常のないこと。

　ＪＩＳ Ａ ５２０９の試験においてひび割れ及びきじ又はうわぐすりにはがれ等の

耐凍害性及び耐薬品性

　　 床タイル

　　 ブロック及び

7．保水性歩行用

種　　　類

種　　　類

 ・

 ※標準品

 誘導、注意喚起用は黄色

   ※80　・100 ・植生ブロック

・舗石舗装

・インターロッキングブロック舗装

色彩及び表面加工

基  層

 ※コンクリート舗装

 ・アスファルト舗装

（22.8.2）（22.8.3）

  ・

施工方法

  ・

厚さ（ｍｍ）

  ※80～100

   車道部　※80　

   歩道部　※60　

厚さ（ｍｍ）

 ・

 ※普通ブロック

 ・透水性ブロック

 ※小舗石（花こう岩）

 ・誘導､注意喚起用ﾌﾞﾛｯｸ

  ※うろこ張り

製品の許容値

2

 曲げ強さ

(N/ｃｍ )

500以上

120以上

厚さ

  (ｍｍ)

 ±1.5

 ±2.0－

±1.5

300以下300以下

±2.0

±1.5

±1.5

±1.5

150以下

－

－

1.5以内

1.5以内

1.5以内

1.5以内

1.2以内

1.2以内

長辺寸法(ｍｍ)

300未満 300以上

 変形

そり

そり

ねじれ

ねじれ

形　状

・ブロック形状

・タイル形状

8．路面表示用塗料

短辺寸法(ｍｍ)

樹木の樹高(ｍ)

 ・７～１２

 ・３～７

 ・３以下

 ※芝、地被類

 ・１２以上 　・葉張り部分

有効土層の厚さ(ｃｍ)

 ※100 ・120 ・150

 ※80　・100

 ※60  ・80

 ※50  ・60

 ※20

整備範囲

　・植栽部分

　・図示

　・図示

　※植栽部分

工　法

　※Ｂ種

　※Ａ種

　・Ｂ種

　・Ｃ種

　・Ｄ種

　・

２．植栽基盤の整備

１．植栽地の確認

(23.2.3)(表23.2.1、表23.2.2)

(23.1.3)

(23.1.3)

(23.2.2)

土壌改良材

　・適用する

　・適用する

３．有効土層の面積、

　　厚さ、植栽基盤

　　の工法

芝・地被類の植栽部分　　・行う　※行わない

その他の部分　　　　　　・行う　※行わない

土壌の水素イオン濃度（ｐｈ）試験　　・ 行う

水溶性塩類（ＥＣ）の試験　　・ 行う

　　　材質　・バーク堆肥　Ｇ

４．土壌改良材

　７０％以上

　３５以下

　５．５～７．５

　５５～６５％以下

　０．５％以上

　０．２％以上

　０．１％以上

　７０ｍｅｑ／１００ｇ以上

　飼育阻害その他の異常を認めない。

　１５％以下（ただし、土壌の酸度

　１．０％以上

　０．８％以上

　５０％以下

　８．５以下

　２０以下

　３５％以上

　　炭素窒素比（Ｃ/Ｎ比）

　　有機物の含有率（乾物）

　　有機物の含有率（乾物）

　　炭素窒素比（Ｃ/Ｎ比）

　　陽イオン交換容量（乾物）

　　アルカリ分（現物）

　　りん酸全量（現物）

　　窒素全量（現物）

　　水分

　　ｐＨ

　　窒素全量（現物）

　　リン酸全量（現物）

　　幼植物試験の結果

　　加里全量（現物）

　　ｐＨ

　　水分

（23.2.3、23.2.4)

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合す

　る原料を使用したもので、植害試験の検査の結果、害が認められないものとする。

　を矯正する目的で使用する場合は

　この限りでない）

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適切な場合、及び調達困難な場合

は監督職員と協議を行うものとする。

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト） Ｇ

施工箇所の土壌及び植栽する植物の性質から使用が不適切な場合、及び調達困難な場合

は監督職員と協議を行うものとする。
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植

栽

 工

 事

※幹巻き用テープ　・わら、こも

　※現場発生の良質土　・客土

８．芝

７．幹巻き用材料

６．支柱材

５．植込み用土

（23.3.3)

（23.4.2)

（23.3.2)

（23.2.3)

（23.3.2)

（23.3.4)(23.3.6)(23.4.7)

種類

　※加圧式防腐処理丸太材（間伐採）Ｇ　　・真竹　　

形状

　※図示

９・新植、移植樹木、

　　芝等の枯補償

新植（芝張り、吹付けは種、地被類とも）の枯補償期間

※引渡しの日から１年間　　　・無し

移植の枯損処置期間

※引渡しの日から１年間　　　・無し

※コウライシバ　・ノシバ　

10．屋上緑化 Ｇ

　　土壌層の厚さ　　・図示　

　　排水層　　・軽量骨材（層の厚さ：　　）　　・板状成型品

・屋上緑化システム

植栽基盤及び材料 （23.5.2～3)

　　植込み用土　　　※改良土　・人工軽量土

　　樹木の材種、寸法、株立数、寸法等　　※図示　

　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　　　※図示　

・屋上緑化軽量システム

　　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　　※図示

工　法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

　　建築基準法に基づき定められた区分等

　　　基準風速　　　　 Vo=（　　　）ｍ／ｓ

　　　地表面粗度区分　（　・　　 ・　　・　　 ・　　）

（23.5.4)

　　支柱　　　　　　・設置する（種類　・図示　・　　　）

　　かん水装置　　　・設置する（工事区分は図示による）

変成シリコーン系（ＭＳ－２） 外部建具周囲

　　バルコニー

キッチンバック

・適用する（施工箇所　植栽用土壌　　　　　　　　　）

・ ・ （　　　）

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更

群馬県前橋市荒牧町４－１－２１　（群馬）登録３８２０号　ＴＥＬ０２７（２３４）９８２０　一級建築士　登録第２２４８９５号　荒木　策美

梶建築設計事務所・前橋建築事務所

A3：ー

Ａ－０７ 特記仕様書（5）

2023年1月31日中塩原森林事務所新築工事



申請地：栃木県那須塩原市中塩原字マギノ4-16の一部

Ｎ

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更

群馬県前橋市荒牧町４－１－２１　（群馬）登録３８２０号　ＴＥＬ０２７（２３４）９８２０　一級建築士　登録第２２４８９５号　荒木　策美

梶建築設計事務所・前橋建築事務所

2023年1月31日

案内図
A3：ー
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中塩原森林事務所新築工事



申請建物(W1F）

ｽﾛｰﾌﾟ
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線

道路斜線 道路幅員狭隘部10.4ｍのため明らかに適合

延焼部分

隣地斜線 申請建物平屋　20ｍ以下のため適合

凡 例

接道長さ 3.96+6.094+8.84+9＝27.894ｍ

設計ＧＬ BM+450

申請建物：木造平屋

雨水浸透砂利敷：100-0　ｔ＝300

那須塩原市役所塩原支所
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隣地境界線
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線

道路境界線

道路境界線

道路境界線

下水

中塩原5

中塩原905

自転車置き場

中塩原126

北幹26

ｶｰﾎﾟｰﾄ

中塩原簡易郵便局

旧国道400号線
42条1項1号道路

1
0
.
4
0
ｍ

北幹26/左1

中塩原6
道路情報板

42条1項1号道路

県道（266）中塩原・板室・那須線

ＢＭ：±0

±0±0

±0

+50

+50

+600

+50

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽH1200+基礎ｺﾝｸﾘｰﾄH=300

+325

設計GLからの高さ

最高軒高：3.441ｍ

最高高さ：5.369ｍ

ＡＳ舗装 特記以外敷地内　AS舗装　G-01図参照

+65

+65

+100

+100

+250
+200

+350

+400 +400

+400
+400

+450

+450

+450
+250

Ｎ

屋外掲示板：W1700×H1800

誘導ブロック300角

集水桝600×600×900H

CRⅡ型T-25・ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ共

CRⅡ　300A　落ち蓋固定式

ＢＭ寄りの高さを表示mm

既存量水器移設
13φ(ﾎﾞｯｸｽ交換共)

13Hi

1
3
H
i

13Hi

M

100

1
0
0

100

1
0
0

外流し

⑦

⑥

⑧

⑨

⑩

接続桝管底：-1630

※水道法16条及び下水道法第10条を遵守する。

既設配管に接続

既存汚水桝接続放流

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更

群馬県前橋市荒牧町４－１－２１　（群馬）登録３８２０号　ＴＥＬ０２７（２３４）９８２０　一級建築士　登録第２２４８９５号　荒木　策美

梶建築設計事務所・前橋建築事務所

配置図

中塩原森林事務所新築工事
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4-16

4-17

4-16

※境界杭確定及び測量分筆作業：本工事に含む

※登記は別途

栃木県那須塩原市中塩原字マギノ4-16の一部

敷地面積求積図 １：１５０
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隣
地
境
界
線

9.000

8.840

6.094
道路境界線 道路境界線

道路境界線

道路境界線

底 辺（m） 高 さ（m） 倍 面 積（㎡）

敷 地 面 積   (㎡)

倍 面 積      計

407.93    

815.869653

1 10.547 4.693 49.497071

2 12.036 9.347 112.500492

3 11.947 8.140 97.248580

4 20.350 4.622 94.057700

5 10.415 1.334 13.893610

6 20.364 6.024 122.672736

7 20.364 13.356 271.981584

8 18.030 2.996 54.017880

丸め 切り捨て

敷 地 面 積　4-16の一部

Ｎ

会社

株式

設 計

第１回変更

第２回変更

第３回変更

第４回変更

群馬県前橋市荒牧町４－１－２１　（群馬）登録３８２０号　ＴＥＬ０２７（２３４）９８２０　一級建築士　登録第２２４８９５号　荒木　策美

梶建築設計事務所・前橋建築事務所

2022年12月19日

敷地面積求積図
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